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名じ背かないものである@それだりにまた睦系
的機械化が困難であり、「虞ささ能率j二モノぞ
いわせる「機蛾」本来の使命15能力さを葎揮さ
せ予とさが困難である.
4鯖ーその種展方向 以上輿除村の農業
の生産方法の性格を考察するこさにより、それ
はわが闘をしては努働手段の面で、特に高度の ‘
構成をもっ準歩的たものであるけれrも、向そ
の技術盟系は極めて肢行的であり、集約的であ
り、更に生産方法ぞ改善し前準ざぜて行くこさ
は必守しも容易でない二さそ見fこ@この村より
‘俊件の悪いわが閣一般の農村は尚更そうでが
らう。とれらのZさからわが圃農業の生還方法
鷲展Lこついτ突のこさが考へられる。
農業の生産力を高めるには島機具等勢働手段
そ充賓するこミ芝、鰹普組織を複雑多面化しこ
れを合理的に組織するこ、とさのこつの行き方が
ある.とのこつ鉱業』こ経営のもつ内面的要求'で
あり放がら互に相反挫する作用をもってゐる.
上来見来ったやうな'hb"国農業の損械化を困難
にしてゐる僚件は逆に多面化そ促撞する燦件で
もある.機悼化しゃうますれ1+多面化の力がこ
れを抑べ、多面化しゃーさすれば掛械化培率化
の要求がニれを制する。勿論、この相矛盾する
二oの住用を調和l的に止揚するさとろに?般に
・農業経費命理化の目標があるのであるが、特に
わが圃のやうな自然的保件の下では多面化のカ
が特に強いさ思はれる。経営高度化の娘-i."考~
る場合この観匙に立つニさの重要さを感じる.
大要幼植物の特性に闘する研史第2報。
種手根の角度とその品種間差異
高橋隆平
J・緒 言姿類。根に就では種々の翻動力、
ら樹首研究が庁われてはいるが、地上部じ較べ
るとはるかに少く、品種聞の差異に去で縮れた
研究は殆Eない。著者の一人は嘗τ幼組物の特
1性をしらペfこさき向‘種子根 semiDalrootsの
生長蛾民が各品種によりー定して~~:-又品種
の聞では著しい差のあるニさを観察した.その
後、伸長した種子根が水卒面さなす角度〈以ア
種子恨の角度さ略構〉を簡草な方法で測定しイ
その角度の品種間差異やこ机に闘連ある問題に
つき研究したのa、その結果ぞ略報する，
2・材料及方法材料本邦各地の奨励品種
中、皮~87 裸~55 合せτ142品種で、侮れも
1943年賞研究所産の種子である。
幼植物の培養一載には噛棋を内側に敷似た
ポ噛在、特殊の損合にはtlラス製め器を用い
化。この箱にます手直径5cm，高さ 10cm1目0.5
cmの金網製園筒若干個を入れ、ついで蹄陣簡
別しすこ畑土やつめ、後その土壊容水量の70%の
水を輿えた.ニうして、各国筒に2粒宛、困の
中心の左右に匪そ互に反封にむりて水卒tこ併置
し、粒の背面ぞ土の表面玄岡高にした。盛育温
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度は 2(')0<;、場度は飽和さし、且給水時以外は
暗黒さじた。品種試験は2匝4位につい噌行つ
fこ。
種子根の角度の測定殆Eすペτの種!f根は
播種後8，9日には金網の目そ遁ってその外方へ
のびるから、 9日後にー筒宛水で丁寧1こ土を洗
い流して後、主根pr加aryroot及び側根la恰ra:l
root.の第-1':第二封、時にその第三封が強め
?ークした粒の播下面に相蓄する金網の段か
ら、羽段l目で外側ヘ出τいるかを記錯した。ニ
うしてョ種子根の各々が水卒園さなす角度を金
網園筒の宇但(:l・5cm)及び棋ののっている段や〉
さその上の段さの申央迄め高さく0・5fi-O・却価〉
さから算出した。卸;ち、
tano=企》ヂ〈低し、 川ま求める角度〉
3・結 果
・(1)種子暁生長の概況種子根は匪に於て最
初に形成される主根さその:t.方雨側に順次排列
形成される側根さに分け;ti-Cいるが、その成
長時の行動に闘じても同者の聞に明瞭な差-d'.
見られる.卸ち、主根は品種の如何をさゐ予
水平面JY直角に土中に入り、所謂正常屈地性
OC.lJ研究，第~~第2獄 71....7~頁 1947) (11) 
〆Ortbogeotroplsm を示すに反し、側根怯多少さ
も科に伸長する〈傾斜屈t也性 Plagio討。tr6pism)
そして、側根の第一割ぐ主根Aこ最も近い撃す〉は
第二割より叉第=劃は第三割より例外な〈主中
侵入角度が大きいa本質職iご使った全品種の側
根第一割は卒均幻:9-4:土0・76d(度〉第二割は
0・96土0・646(度〉で、前者は後者より22度fざけ
漂い角度で‘土中tこ入るo叉第三重せでも問機な傾
向が見られた.向ことで側根の封さいったが、
賞際には同突の劃でも右左。棋は多少ちがいが
あるよう見受.げられるので、こ。E出を13昂種夫
令20ム24封の根について調ばたが、統計的に意
味ある差はなし縫っτ、側根の向きた劃の右左
わ根は相稽的IC伸長するさ見得るこさが明かに
なった〈結果省略)0棋の屈地性は重力及び内因
こより定まるが、その他の外国によつでも彫響
される。土壌水分Z側根の角嘆さの闘保につい
℃しらぺt!.結果を第1表に示す。
第 1表 土壌水分さ側根が水平間12・
なす角度さの闘係
注調第一割 第ニ罰
5判7叫w 5Q%1間判明%.， 原 練 35.9 40.6 48.8 11.1 15.5 18.7 
三月子 1貌 32.6 34.6 38.7 9.7 11.1 17.8 
鎌折 1 貌 3.7 14.7 13.6 -14.0 '-11.1 Ml'O 
卒 均 a4.1 29.6 33.7 2.3 /5.2 11.8 
註 1.6-7傭燈12-14本e平均値J車位度
2. )(貌l"l.根が水平面より上方へ伸びるYことを態
臆する
第 1去によれば、各品種共土壌水分を2d%-'p
っ増す侮に側根の第一劃込第二割込大略手...5
lJlt宛角度が大き〈 却も深〈なる傾向がある。
(1)種子根の角f1tの品種間差異既述の如〈
主根はEの品種でも管水平面さ直角じ土中。に入
るもゆであーり、縫って品種間差異は全くないu
て夫~皆その角度を異にしている. 142品種の
側根第ー封及第ご封め角度~各品種夫々 8本宛
について調査し、品種の平均角度の欝異服況を
示すき第2表@如〈である。
第2表によれば側根の第一割では、地表面よ
り上方へ?の角度で出る品種から、地中へ66・
の角度で侵入す石ものまで1、その間630・第二封
では '1"'"19。からもあ。まで54・の、末々品種間費
暴があり、そして第一・第二釘@い守れに於て
も中等度の品種が投も多い。術v各品種の角度
の平均値の査然誤差は大略2。である.
ここに、第2表から側根の第一樹さ第二謝と
の角度の費異蹴況が大胆似τいる予とが認めら
れるが、きたに第F ・第二割の角度の相関係散を
求めるさ、 pキ+0.79土0・(')217さなった.つまち
第一封根の角度の犬〈小〉なる品種では第二割根
.も大概大('1、)であり、維ってその何れか一方の
値によο℃その品種の側根め深浅を示し縛るも
のさみτもさしっかえないこさがわかっt:.倫
側根の第一割及第二重苦の角度の犬小じょっτ、
供試品種そ偲kこ渇根乃至深根の5群に分ち、以
下i二於て、側根の角度の大小ぎ地上部の特性さ
の関係に就いて調査した結果をのぺる@
(3)側根D漂海さ地上部の諸特性さの闘係
i)幼童の生菅角度〈護性〉との闘係幼植物
の童の生育角度、いわゆる叢牲によって品種を
情匂・中間・直立e:>3種i二分け、これ主側線の
深泌さの閥係を示すき第3衰の如〈宅ある.
第3表側根の深海さ幼童の生
育角度叢性さの蹴係
叢性側長21MM給料lPEl開2
4 儒旬性 I 3 5 I 8 t 43049' 
中間性 I 2 6 3 2 I13 I 32047' 
直立性 173884348
品議敏合計 I'7 40 40 40 15 
27010' 
乙れに反じ、側担l亡於τは、品種により、文 第3表によれば、幼童の調旬性のものは、直
i電{品種でも第一・第二・第三封さ異る1ニつれ 立のものに比しで側恨の角度は深〈、中間性の.
第 2 表 側棋第一野及第土封の水卒面さなす:角度の品種間費異
-32-
、品種は概.L""'C雨者の中周である様tこ見づけられ
る.併し、制勾及中間品種の敢が少いので体令
きりした判断は下し難い.
li)暗黒中で生育じた幼芽鞘 Coleopti1eの生
育角度三の闘係大要ぞ暗黒中で生育させるさ
幼植物は直立せ歩、遁常水平面さある角度々保
つ℃生畏し、その角度に著しい品種間差巣のあ
るこ・さを認めたが句、今、幼芽鞘の生育角度さ
側根の第ー封の角度さの相関係数を求めるさ、
y=+O・'88土O.邸6さなり、雨者の聞には絵り閥
謹のないこさが判った，
iU)皮・裸性及並.・渦性さの閥係 供試品種
を皮・裸性及び並・渦牲により4品種群l二分ち
夫等の側根第『封の角度を第4表に示す。
第4遺言皮・裸性及び並・渦性により分つ?と
4つの品種群の側根第一封の角度
~皮ワ婆l盗性|術性|菌性|渦性
zp 均(IIOI 35・ぉ I 3.259 I 20.31 I 20.∞ 
標怨偏差 11Ul62o 1 11.89881 12.8114 f 1.4708 
品種敏 1 58 1 29. 1. 16 1 39 
第4表tこ明かなように、皮歩三裸姿さの聞に
は14・位の差があり、皮奈は裸穿より概して深
根であるさいえるo併し、並嵯さ渦性の雨品種
群の聞には顛著な差は認められない.
4・側根の角度の地理問特異性側根の角
度に見られた顕著なも種間差異の生理、生態的
意味を知、る上の手掛りさしτ、各地方別戸、夫
々の栽唱大要品種の側根の深演をしらぺ?こoそ
の結果を第5表に示す.
第6表によれば、我固に於℃は北方に深根の
品積が多〈、南するに'従って順次に機根性の品
種が増加している。換言すれば、韮漕を除りば'
緯度の高低三種子根の角度の深洩さの閉じ密接
な閥係があるさいえる.筒、さきに樺べたよう
に、皮萎品種は裸獲に均しτ明かに根初角度が
大であるこさ、及び、我闘に於ては民君事が北方・
に、裸萎が南方に主さして議培されてい石とさ
は〈り、第5表の結果が偶然でないこさを推察さ
せるものである。併しなが6、此等の事賓から
種子担の深洩の含みもつ意味を推測するじは種
k の困難がある。 7こt:ニニに緯度の高低15可な
り密接に闘係ある 1栽培録件ざして第5表中に
第5表本邦各地方別栽培品種の側根の深
さ及び地方百l.h大萎水回裏作面積の
大察組作付面積九割する割合
回作 側綬の深き地方別 面積
ラ4 浅務主軍中橋深深
機 太 。 1 1 2 
~I: 海 道 。 1 1 2 
一ー 陸 0.3 2 3 
ー同 初 13.2 1 8 1 ， 
~I: 陸 19.} 2 3 7 
3質 山 ~7.0 1 8 7 6 3 . 海 25.1 5 9 7 4 
山 隆 68.4 1 5 1 1 
減 戸 内 .7.16 2 17 6 4 
1包 九 持l 飴.4 2 2 2 2 
南 海 43.9 2 5 3 
í:ι~‘ 刊号 • E 一
示した大型F水田裏作面債の大多組作付面積に劃
する割合があるく葬類耕憧要綱より算出)0そし
tこれから畑地と水回跡地との持つ何らかの蒋
異性、例えば土壌中の水分、量及び分布等が多少
さ也ニれに開奥してゐるのではなかろうかさ推
測せしめるのである。
根の研究は植物の生育に最も闘係の深い冠視
について行つてはじめτ生態的な意味の迫究が
できるさいえるが、ここに得た様な種子根の行
動に闘する結果をその手がかりさするこさは有
利であろを，街、との際根の土中iこ入る角度さ
根の仲良力(到達距般〉さを匡別Lて考える必
要があるさ思う。
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